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(57)【要約】
【課題】遠隔地の血圧計により測定される血圧データを
、インターネットを介してサーバへ容易に転送し管理す
る。
【解決手段】インターネット６に接続されたサーバ７及
びドクター用コンピュータ８と、血圧計１と、携帯電話
５と、複数のデータ転送装置とを備え、血圧データをデ
ータ転送装置により、携帯電話を用いインターネットを
経由してサーバに転送する。データ転送装置は、血圧デ
ータを取得するデータ取得部１３と、識別ナンバーが格
納されたメモリと、血圧データに識別ナンバー及び送信
命令データを併せた転送データを作成して携帯電話に転
送するデータ転送部１４とを備える。サーバは、携帯電
話を介して、患者の服薬有無情報、血圧データ、及び脈
拍データを受信して、識別ナンバーと対応させて蓄積し
、ドクター用コンピュータは、サーバに蓄積された当該
データを取得して、経時変化を示すグラフを服薬有無情
報とともに、患者と対応させて表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターネットに接続されたサーバと、前記サーバに蓄積されたデータを分析するため
に前記インターネットに接続されたドクター用コンピュータと、血圧データを電気信号と
して出力する血圧計と、前記インターネットに接続可能な携帯電話と、前記携帯電話及び
前記血圧計に接続可能な複数のデータ転送装置とを備え、前記データ転送装置により前記
血圧計から取得した血圧データを、前記携帯電話を用い前記インターネットを経由して前
記サーバに転送するように構成された血圧データ管理システムにおいて、
　前記データ転送装置は、前記血圧計から前記血圧データを取得するデータ取得部と、デ
ータ転送装置を相互に識別するための識別ナンバーが格納されたメモリと、前記血圧デー
タに前記識別ナンバー及び送信命令データを併せた転送データを作成して前記携帯電話に
転送するデータ転送部とを備え、
　前記サーバは、前記携帯電話を介して、前記患者が所定の薬剤を服用したか否かを示す
服薬有無情報、前記血圧データ、及び脈拍データを受信して、前記識別ナンバーと対応さ
せて蓄積し、
　前記ドクター用コンピュータは、前記サーバに蓄積された前記服薬有無情報、前記血圧
データ、及び前記脈拍データを取得して、それらの経時的な変化を示すグラフを前記服薬
有無情報とともに、前記識別ナンバーに基づき前記患者と対応させて表示することを特徴
とする血圧データ管理システム。
【請求項２】
　前記データ転送装置は、始動スイッチを備え、前記始動スイッチの操作により、前記デ
ータ取得部及び前記データ転送部の前記動作を開始させる請求項１記載の血圧データ管理
システム。
【請求項３】
　前記サーバは、前記血圧データが異常であるときに異常報告メールを前記ドクター用コ
ンピュータへ送信する異常血圧値処理部を含み、
　前記異常血圧処理部は、前記ドクター用コンピュータから送信された処置指示に基づい
て処置指示メールを前記携帯電話へ送信する請求項１に記載の血圧データ管理システム。
【請求項４】
　前記異常血圧処理部は、予め用意された複数種類の処置指示メールのうちの１つを前記
携帯メールへ送信する請求項３に記載の血圧データ管理システム。
【請求項５】
　前記処置指示メールは、前記患者が服用すべき服用薬の服用量の変更を指示する記載を
含む請求項３に記載の血圧データ管理システム。
【請求項６】
　前記携帯電話から、前記患者の有害症状を示す有害症状情報を前記サーバへ送信可能で
あり、
　前記サーバは、前記有害症状情報に基づいて有害症状報告を前記ドクター用コンピュー
タへ送信する有害症状処理部を含み、
　前記有害症状処理部は、前記ドクター用コンピュータから送信された処置指示に基づい
て処置指示メールを前記携帯電話へ送信する請求項１に記載の血圧データ管理システム。
【請求項７】
　インターネットに接続されたサーバと、前記サーバに蓄積されたデータを分析するため
に前記インターネットに接続されたドクター用コンピュータと、血圧データを電気信号と
して出力する血圧計と、前記血圧計に接続可能な複数のデータ転送装置と、前記インター
ネットに接続可能な携帯電話とを用い、前記血圧計から取得される血圧データを、前記携
帯電話から前記インターネットを経由して前記サーバに転送することにより血圧データを
管理する方法において、
　前記データ転送装置は、前記血圧計から前記血圧データを取得するデータ取得部と、デ
ータ転送装置を相互に識別するための識別ナンバーが格納されたメモリと、前記血圧デー



(3) JP 2009-172398 A 2009.8.6

10

20

30

40

50

タに前記識別ナンバー及び送信命令データを併せた転送データを作成して前記携帯電話に
転送するデータ転送部とを備え、
　前記携帯電話を介して、前記患者が所定の薬剤を服用したか否かを示す服薬有無情報、
前記血圧データ、及び脈拍データを前記サーバへ送信し、
　前記サーバにより、前記携帯電話を介して受信する前記服薬有無情報、前記血圧データ
、及び脈拍データを前記識別ナンバーと対応させて蓄積し、
　前記ドクター用コンピュータにより、前記サーバに蓄積された前記服薬有無情報、前記
血圧データ、及び前記脈拍データを取得して、それらの経時的な変化を示すグラフを前記
服薬有無情報とともに、前記識別ナンバーに基づき前記患者と対応させて表示させること
を特徴とする血圧データ管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、血圧計から得られる血圧データを、インターネットを経由して収集するため
の血圧データ管理システム、および血圧データ管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図８は、従来の血圧計等の装置データを収集するためのシステムの構成を模式的に示す
図である。このデータ収集システムは、患者の血圧を測定するための血圧計３１と、パー
ソナルコンピュータ３２と、インターネット３３に接続された血圧データを蓄積するため
のサーバ３４とから構成されている。
【０００３】
　血圧計３１は、シリアルケーブル３５を介してパーソナルコンピュータ３２に接続され
る。パーソナルコンピュータ３２は、インターネット３３を経由してサーバ３４と接続可
能である。このデータ収集システムにより、血圧計３１によって測定された患者の血圧を
示す血圧データを、サーバ３４に蓄積することができる。
【０００４】
　このように構成されたデータ収集システムにおいては、血圧計３１によって患者の血圧
が測定されると、測定された血圧を示す血圧データは、シリアルケーブル３５を通ってパ
ーソナルコンピュータ３２へ転送される。パーソナルコンピュータ３２へ転送された血圧
データは、インターネット３３を経由してサーバ３４に蓄積される。
【０００５】
　このデータ収集システムにより、遠隔地に居住する患者の血圧データを収集することが
容易になり、遠隔地に居住する患者の血圧に関連する健康状態を医師が診断することがで
きる（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－３５５３０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、このようなデータ収集システムの構成では、血圧計３１によって測定さ
れた患者の血圧データをサーバ３４へ転送するためには、パーソナルコンピュータ３２を
操作してインターネット３３に接続する必要がある。パーソナルコンピュータ３２は、電
源をオンにしてから操作可能な状態になるまでの起動時間が長く、また血圧データをサー
バ３４へ転送するためのソフトウェアを動作させるために、マウスおよびキーボード等の
入力機器の操作が煩雑である。
【０００８】
　このようなデータ収集システムを利用して診断を受ける患者は、パーソナルコンピュー
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タ等の操作に習熟していない高齢者である場合が多く、操作が煩雑であることは影響が大
きい。そのため、遠隔地に居住する患者が、自らの血圧データをインターネット３３を経
由してサーバ３４に転送することが困難であるという問題があった。
【０００９】
　本発明は、遠隔地に設けられた血圧計により取得される血圧データ等のデータを、イン
ターネットに接続されたサーバへ容易に転送し管理することを可能とする血圧データ収集
システム、及び血圧データ管理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の血圧データ管理システムは、インターネットに接続されたサーバと、前記サー
バに蓄積されたデータを分析するために前記インターネットに接続されたドクター用コン
ピュータと、血圧データを電気信号として出力する血圧計と、前記インターネットに接続
可能な携帯電話と、前記携帯電話及び前記血圧計に接続可能な複数のデータ転送装置とを
備え、前記データ転送装置により前記血圧計から取得した血圧データを、前記携帯電話を
用い前記インターネットを経由して前記サーバに転送するように構成される。
【００１１】
　前記データ転送装置は、前記血圧計から前記血圧データを取得するデータ取得部と、デ
ータ転送装置を相互に識別するための識別ナンバーが格納されたメモリと、前記血圧デー
タに前記識別ナンバー及び送信命令データを併せた転送データを作成して前記携帯電話に
転送するデータ転送部とを備える。
【００１２】
　上記課題を解決するために、本発明の血圧データ管理システムによれば、前記サーバは
、前記携帯電話を介して、前記患者が所定の薬剤を服用したか否かを示す服薬有無情報、
前記血圧データ、及び脈拍データを受信して、前記識別ナンバーと対応させて蓄積し、前
記ドクター用コンピュータは、前記サーバに蓄積された前記服薬有無情報、前記血圧デー
タ、及び前記脈拍データを取得して、それらの経時的な変化を示すグラフを前記服薬有無
情報とともに、前記識別ナンバーに基づき前記患者と対応させて表示する。
【００１３】
　また、本発明の血圧データ管理方法は、インターネットに接続されたサーバと、前記サ
ーバに蓄積されたデータを分析するために前記インターネットに接続されたドクター用コ
ンピュータと、血圧データを電気信号として出力する血圧計と、前記血圧計に接続可能な
複数のデータ転送装置と、前記インターネットに接続可能な携帯電話とを用い、前記血圧
計から取得される血圧データを、前記携帯電話から前記インターネットを経由して前記サ
ーバに転送することにより血圧データを管理する方法である。前記データ転送装置として
は、上記血圧データ管理システムを構成するものと同様のデータ転送装置を用いる。
【００１４】
　上記課題を解決するために、本発明の血圧データ管理方法によれば、前記携帯電話を介
して、前記患者が所定の薬剤を服用したか否かを示す服薬有無情報、前記血圧データ、及
び脈拍データを前記サーバへ送信し、前記サーバにより、前記携帯電話を介して受信する
前記服薬有無情報、前記血圧データ、及び脈拍データを前記識別ナンバーと対応させて蓄
積し、前記ドクター用コンピュータにより、前記サーバに蓄積された前記服薬有無情報、
前記血圧データ、及び前記脈拍データを取得して、それらの経時的な変化を示すグラフを
前記服薬有無情報とともに、前記識別ナンバーに基づき前記患者と対応させて表示させる
。
【発明の効果】
【００１５】
本発明の血圧データ収集システムによれば、遠隔地に設けられた血圧計により取得された
血圧データを、携帯電話からインターネットを経由して、所定のサーバへ容易に収集し、
管理することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１６】
【図１】本発明の実施の形態におけるデータ収集システムの構成を模式的に示すブロック
図である。
【図２】同システムの構成に用いられるデータ転送装置の構成を示すブロックである。
【図３】同データ転送装置の外観を示す斜視図である。
【図４】本実施の形態におけるデータ収集システムのサーバに蓄積された血圧データ等を
、グラフによって表示した画面を示す図である。
【図５】同データ収集システムのサーバに蓄積された血圧データ等の数値を表示した画面
を示す図である。
【図６】同データ収集システムの血圧計を使用する患者のデータを表示した画面を示す図
である。
【図７】同データ収集システムの血圧計を使用する患者のリストを表示した画面を示す図
である。
【図８】従来のデータ収集システムの構成を模式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の血圧データ収集システムは、上記構成を基本として、以下のような態様をとる
ことができる。
【００１８】
　すなわち、前記データ転送装置は、始動スイッチを備え、前記始動スイッチの操作によ
り、前記データ取得部及び前記データ転送部の前記動作を開始させる構成とすることがで
きる。
【００１９】
　また、前記サーバは、前記血圧データが異常であるときに異常報告メールを前記ドクタ
ー用コンピュータへ送信する異常血圧値処理部を含み、前記異常血圧処理部は、前記ドク
ター用コンピュータから送信された処置指示に基づいて処置指示メールを前記携帯電話へ
送信する構成とすることができる。
【００２０】
　この構成において、前記異常血圧処理部は、予め用意された複数種類の処置指示メール
のうちの１つを前記携帯メールへ送信する構成とすることができる。
【００２１】
　また、前記処置指示メールは、前記患者が服用すべき服用薬の服用量の変更を指示する
記載を含む構成とすることができる。
【００２２】
　また、前記携帯電話から、前記患者の有害症状を示す有害症状情報を前記サーバへ送信
可能であり、前記サーバは、前記有害症状情報に基づいて有害症状報告を前記ドクター用
コンピュータへ送信する有害症状処理部を含み、前記有害症状処理部は、前記ドクター用
コンピュータから送信された処置指示に基づいて処置指示メールを前記携帯電話へ送信す
る構成とすることができる。
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して具体的に説明する。
【００２４】
　図１は、本実施の形態におけるデータ収集システムの構成を模式的に示す。このデータ
収集システムは、複数の血圧計１から、各患者の血圧をそれぞれ測定した血圧データを収
集するためのシステムである。各血圧計１には、シリアルケーブル２を介してデータ転送
装置３がそれぞれ接続される。各データ転送装置３は、転送ケーブル４を介して携帯電話
５に接続される。各携帯電話５は、インターネット６に接続可能である。
【００２５】
　データ収集システムはさらに、各血圧計１によって測定された血圧データを蓄積するた
めにインターネット６に接続されたサーバ７と、インターネット６に接続可能なドクター
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用コンピュータ８とを含む。ドクター用コンピュータ８は、サーバ７に蓄積された血圧デ
ータを医師が分析するために設けられる。
【００２６】
　サーバ７には、服薬症状判定部７ａ、異常血圧値処理部７ｂ、及び有害症状処理部７ｃ
が設けられている。服薬症状判定部７ａは、血圧計１を使用する患者が所定の薬剤を服用
したか否かの服薬有無情報に基づいて、薬剤の服用に関する警告メールを携帯電話５へ送
信する。そのために患者は、携帯電話５を用いて服薬有無情報をサーバ７に送信し、サー
バ７は服薬有無情報を蓄積する。異常血圧値処理部７ｂは、血圧計１によって測定され携
帯電話５を介して転送された患者の血圧データに異常があるときに、異常報告メールをド
クター用コンピュータ８へ送信する。有害症状処理部７ｃは、携帯電話５から送信される
患者の有害症状を示す有害症状情報に基づいて、有害症状報告をドクター用コンピュータ
８へ送信する。
【００２７】
　図２は、本実施の形態におけるデータ収集システムに用いられるデータ転送装置３の構
成、および血圧計１、携帯電話５との接続構造を示すブロック図である。データ転送装置
３は、シリアルケーブル２の一端と接続されるシリアル端子９、及び転送ケーブル４の一
端と接続される転送端子１０を備えている。シリアルケーブル２の他端は、血圧計１に設
けられたシリアル端子１１と接続される。転送ケーブル４の他端は、携帯電話５の端子１
２と接続される。各ケーブルと端子とは、接続・分離が自在である。
【００２８】
　データ転送装置３は、主要な要素として、データ取得部１３、データ転送部１４、及び
制御部１５を有する。それらの要素は、マイクロプロセッサにより構成することができる
。データ取得部１３には、シリアル端子１１、シリアルケーブル２、及びシリアル端子９
を介して、血圧計１の出力が供給される。データ取得部１３の出力は、データ転送部１４
に供給される。データ転送部１４の出力は、転送端子１０、転送ケーブル４、及び転送端
子１２を経由して携帯電話５に供給される。制御部１５は、データ取得部１３及びデータ
転送部１４の動作を制御する。
【００２９】
　制御部１５には、押しボタンスイッチ６が接続され、その操作により、制御部１５は、
データ取得部１３とデータ転送部１４による一連の動作が開始されるように制御する。制
御部１５には、シリアル端子９及び転送端子１０が接続され、シリアルケーブル２の接続
状態と転送ケーブル４の接続状態の良否を判定する。判定方法は通常のどのような方法を
用いてもよいので、具体的な説明は省略する。判定結果は、ランプ１７により示される。
【００３０】
　データ取得部１３は、制御部１５による制御により始動し、血圧計１から、測定された
血圧データ、および血圧を測定した日時を特定するデータを含む血圧計データを取得して
データ転送部１４に供給する。
【００３１】
　データ転送部１４は、データ作成部１８及び転送処理部１９を含む。データ転送部１４
にはメモリ２０が接続され、メモリ２０には、各データ転送装置３を識別するためのシリ
アルナンバー、及び送信命令データが格納されている。データ作成部１８は、データ取得
部１３から得られる血圧計データに、メモリ２０から得られるシリアルナンバー及び送信
命令データを付加して転送データを作成し、転送処理部１９に供給する。転送処理部１９
では、キーボードエミュレーション形式に従って、転送データを、携帯電話５のキーなど
を押した状態を表すエミュレーションコードに変換して携帯電話５に転送する。
【００３２】
　携帯電話５では、転送されたデータに含まれる送信命令データに基づき、インターネッ
ト６への接続処理と、血圧計データ及びシリアルナンバーをサーバ７へ送信する処理が行
われる。その結果、携帯電話５からインターネット６を経由して、サーバ７へ血圧計デー
タ及びシリアルナンバーが転送される。
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【００３３】
　携帯電話５からの転送処理は、例えば、インターネットのＰＯＳＴ／ＧＥＴメソッドに
基づいて行われる。そのため、データ転送装置３のメモリ２０に格納される送信命令デー
タには、携帯電話５のメニュー選択、インターネットに接続するための携帯電話５の機能
の起動及び接続、転送すべきサーバのＵＲＬ入力に関するデータが含まれる。転送処理部
１９では、それらの送信命令データと、血圧計データ数値及びシリアルナンバーを、エミ
ュレーションコードに変換して出力する。なお、携帯電話５がエミュレータを有する場合
は、転送処理部１９による変換処理は不要である。
【００３４】
　データ転送装置３に設けられた電源２１は、例えば乾電池によって構成されており、デ
ータ取得部１３、データ転送部１４、制御部１５、ランプ１７およびメモリ２０が動作す
るための電圧を供給する。
【００３５】
　図３は、本実施の形態に係るデータ転送装置３の外観を示す斜視図である。データ転送
装置３は、略直方体形状をしており、その上面の中央に、楕円形状をした押しボタンスイ
ッチ１６が設けられている。押しボタンスイッチ１６の隣には、三日月形状をしたランプ
１７が設けられている。
【００３６】
　以上のように構成されたデータ収集システムの動作について、以下に説明する。データ
転送装置３の電源がオンされると、制御部１５は、シリアルケーブル２及び転送ケーブル
４の接続状態の良否を検出する。接続状態が良好であるときはランプ１７を点灯させ、シ
リアルケーブル２、または転送ケーブル４のいずれかの接続状態が不良であるときは、ラ
ンプ１７を点滅させる。それにより、シリアルケーブル２または転送ケーブル４の接続状
態を修正することができ、接続不良を原因とする血圧計データの転送エラーを防止するこ
とができる。
【００３７】
　次に、押しボタンスイッチ１６が患者によって押下されると、データ取得部１３は、血
圧計１によって測定された血圧計データを、シリアル通信によって取得する。取得された
血圧計データは、データ転送部１４に供給される。
【００３８】
　次に、データ転送部１４では、まずデータ作成部１８により、メモリ２０に格納された
シリアルナンバー及び送信命令データを血圧計データに付加して、転送処理部１９に供給
する。転送処理部１９では、携帯電話５のキーボードエミュレーション形式に従ってデー
タを変換し、携帯電話５に転送する。
【００３９】
　携帯電話５は、データ転送部１４から受け取った転送データ中の送信命令データに従い
、インターネット６と接続するための動作、血圧計データおよびシリアルナンバーを、イ
ンターネット６を介してサーバ７へ送信する動作を行う。そして、サーバ７は、各携帯電
話５から送信された血圧計データおよびシリアルナンバーを受信して蓄積する。
【００４０】
　以上の結果、ドクター用コンピュータ８により、サーバ７に蓄積された血圧計データを
、インターネット６を介して取得して分析することが可能となる。
【００４１】
　このように、本実施の形態のデータ収集システムによれば、データ転送装置３は、血圧
計１によって測定された血圧計データを、携帯電話５から、インターネット６を経由して
サーバ７にほぼ自動的に転送する。従って、操作が煩雑なパーソナルコンピュータを使用
することなく、血圧計データを簡便に送信することができる。すなわち、データ転送装置
３の操作は、シリアルケーブル２及び転送ケーブル４を用いた接続と、押しボタンスイッ
チ１６のワンプッシュだけであるので、極めて簡単である。
【００４２】
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　次に、ドクター用コンピュータ８の機能について説明する。ドクター用コンピュータ８
により、サーバ７に蓄積された血圧データをインターネット６を介して取得し、分析が行
われる。図４は、サーバ７に蓄積された血圧データを、ドクター用コンピュータ８により
グラフで表示した画面を示す。図５は、血圧、体重、脈拍、体重等のデータを数値で表示
し、あるいは服用薬剤名等を表示した画面を示す。図６は血圧計１を使用する患者に関し
て、履歴、病歴、服用履歴等のデータを表示した画面を示す。図７は、このデータ収集シ
ステムを利用している患者のリストを表示した画面を示す。
【００４３】
　図４および図５に示すように、患者は患者ＩＤによって特定され、年齢、性別、薬剤の
服用の開始時期、薬剤のメーカ名、および薬剤の名称が画面に表示される。
【００４４】
　図４および図５には、患者ＩＤが０００３０００３である患者の２００３年８月１日７
時３７分から８月７日０時４分までのデータが表示されている。図４の折れ線２２上の●
は最高血圧データ、折れ線２３上の●は最低血圧データを示す。折れ線２４上の▲は患者
の体重データ、■は脈拍データ、及び縦棒２６は摂取した塩分量データを示す。これらの
データは、必要に応じて、携帯電話５に入力してサーバ７へ送信可能なように構成される
。また、図５の画面には、図４の画面に示したデータが、数値で表示される。
【００４５】
　さらに図４の画面には、１種類の薬剤（薬剤１）が服用され、薬剤のメーカーは「Ａ社
」であり、その薬剤名は「アダラート」であることが表示されている。また、薬剤の使用
期間は２００３年７月２８日２１時０分４８秒から２００３年１２月１６日１３時４９分
５７秒であることが示されている。図４の横棒２８は、薬剤１が服用された期間を示す。
【００４６】
　患者が服用すべき薬剤を服用したか否かを示す服薬有無情報は、携帯電話５から入力可
能である。入力された服薬有無情報は、携帯電話５からサーバ７に送信される。サーバ７
に設けられた服薬状況判定部７ａは、送信された服薬有無情報に基づいて、薬剤の服用に
関する警告メールを携帯電話５へ送信する。例えば、服薬率が８０％未満である場合、３
日連続して服薬していない場合、あるいは服薬有無情報が３日連続して送信されてない等
の場合に、服薬状況判定部７ａは警告メールを送信する。このため、服薬忘れ、勘違い等
を患者に気づかせることができる。
【００４７】
　サーバ７に設けられた異常血圧値処理部７ｂは、データ転送装置３から携帯電話５を介
して送信された血圧データが異常であるときに、異常報告メールをドクター用コンピュー
タ８へ送信する。ドクター用コンピュータ８からは、異常報告メールに基づいて、異常血
圧値処理部７ｂへ処置指示が送信される。異常血圧値処理部７ｂは、ドクター用コンピュ
ータ８から送信された処置指示に基づいて、処置指示メールを携帯電話５へ送信する。
【００４８】
　サーバ７には、複数種類の処置指示メールが予め準備されている。この複数種類の処置
指示メールは、血圧データの異常の程度に応じてグレードが分けられている。例えば、服
用量を原則として４週間毎に増減させる降圧薬の治験の場合には、次の３種類のメールが
用意される。
【００４９】
　１）次回（４週目）から服用量を変更（増量または減量）する処置指示メール
　２）早めに服用量を変更（増量または減量）する処置指示メール
　３）至急来院することを指示する処置指示メール
　異常血圧値処理部７ｂは、このように予め用意された複数種類の処置指示メールのうち
の１つを、ドクター用コンピュータ８から送信された処置指示に基づき選択して、携帯電
話５に送信する。このように、異常値が自動的に医師に連絡されるため、患者に安心感を
与えることができる。
【００５０】
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　また患者は、自らの身体に生じた有害症状を示す有害症状情報を、携帯電話５によりサ
ーバ７へ送信可能である。有害症状情報は、例えば頭痛、ふらつき、吐き気およびじんま
しんに関する情報等である。
【００５１】
　サーバ７に設けられた有害症状処理部７ｃは、携帯電話５から送信された有害症状情報
に基づいて、有害症状報告をドクター用コンピュータ８へ送信する。ドクター用コンピュ
ータ８は、有害症状処理部７ｃから送信された有害症状報告に基づいて処置指示を有害症
状処理部７ｃへ返信する。有害症状処理部７ｃは、ドクター用コンピュータ８からの処置
指示に基づいて処置指示メールを携帯電話５へ送信する。
【００５２】
　このデータ収集システムにおいて、データ転送装置３は乾電池によって構成される電源
２１によって動作するので、取り扱いに便利である。データ転送装置３に接続すべき携帯
電話は、広く普及して入手が容易であり、小型であるため取り扱いも便利である。従って
、例えば、遠隔地の患者が血圧計１によって自らの血圧を毎日、１日に３回ないし４回測
定し、その血圧計データをその夜に毎日１回インターネットに接続されたサーバ７へ送信
することは容易である。あるいは、１日分をまとめてサーバ７へ送信することも容易であ
る。
【００５３】
　送信する際の操作手順としては、例えば、まず携帯電話５の電源を入れ、そしてデータ
転送装置３の電源と血圧計１の電源とを入れる。次に、データ転送装置３と携帯電話５と
を転送ケーブル４によって接続し、またデータ転送装置３と血圧計１とをシリアルケーブ
ル２によって接続する。その後、データ転送装置３の押しボタンスイッチ１６を押すと、
その日に測定した血圧データが血圧計１から携帯電話５およびインターネット６を経由し
てサーバ７へ自動的に送信される。
【００５４】
　また、携帯電話５からインターネット６上をサーバ７に向かって転送される血圧計デー
タおよびシリアルナンバーは、数字の羅列によって構成されているので、インターネット
６上においてこれらのデータを傍受しても、患者のＩＤを知ることはできない。このため
、患者のプライバシーを守ることができる。
【００５５】
　医師は、サーバ転送されたシリアルナンバーおよび患者ＩＤを照合して、初めて患者を
特定できる。上記シリアルナンバーは、各データ転送装置３に付与されているため、血圧
計や携帯電話を識別するための手段は必要はない。例えば、血圧計や携帯電話にＩＤを入
力する必要がなく、操作が簡便である。また、１台のデータ転送装置を１人の患者と対応
させることができるので、血圧計や携帯電話は複数人で兼用可能である。さらに医師は、
サーバ７に収集された血圧データを、ドクター用コンピュータ８によって即時に分析する
ことができるので、血圧データに異常値があれば、ジャストタイムで認識することができ
る。このため、患者に対して速やかに治療等を開始することができる。
【００５６】
　なお、上述の実施の形態では、データ転送装置３を血圧計１に接続する例を示したが、
本発明はこれに限定されない。すなわち、取り扱うデータをシリアル通信によって転送可
能な電気機器であれば、本実施の形態のデータ転送装置３に接続して、同様の効果を得る
ことが可能である。例えば、患者の脈拍を測定するための脈拍計、透析機器、血糖値計等
の他の医療機器にデータ転送装置を接続してもよい。
【００５７】
　また、電気の消費量を測定するための電気メータ、水道水の消費量を測定する水道メー
タ等にデータ転送装置３を接続してもよい。あるいは、物を生産するための生産設備にデ
ータ転送装置３を接続し、生産設備の動作状態に関連するログデータを転送することもで
きる。あるいは、家電製品にデータ転送装置３を接続して、家電製品の動作状態を示すデ
ータ、例えばバッテリー切れの有無を示すデータ等を転送することもできる。
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【産業上の利用可能性】
【００５８】
　本発明のデータ収集システムによれば、遠隔地に設けられた血圧計等の装置から取得さ
れる血圧データ等の装置データを、インターネットを経由して簡便に収集することができ
る。
【符号の説明】
【００５９】
１　自動取得部
２　自動転送部
３　押しボタンスイッチ
４　シリアル端子
５　転送端子
６　ランプ
７　メモリ
８　血圧計
９　シリアル端子
１０　シリアルケーブル
１１　携帯電話
１２　転送ケーブル
１３　インターネット
１４　サーバ
１５　電源
１６　ドクターＰＣ
１００　コンバータ
２００　データ収集システム
【図１】 【図２】
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【図６】 【図７】

【図８】
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摘要(译)

要解决的问题：通过互联网轻松将使用血压计测量的血压数据通过互联
网传输到服务器以进行管理。解决方案：数据管理系统包括连接到互联
网6的服务器7，用于医生的计算机8，血压计1，移动电话5和多个数据传
输设备。每个数据传输设备使用移动电话通过互联网将血压数据传输到
服务器。数据传送装置包括用于获取血压数据的数据获取部分13，存储
识别号的存储器，以及用于将血压数据与识别号和传输命令数据组合以
便产生传输的数据传输部分14。数据并将传输数据传输到移动电话。服
务器通过移动电话接收药物存在，患者的血压数据和脉搏数据的信息，
将它们与识别号码相对应并存储它们。用于医生的计算机获取存储在服
务器中的数据，并显示指示时间变化的图表和对应于患者的药物存在信
息。 Ž
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